科学概論　まとめ


９．科学的正しさとは何か

近代科学の方法

A) 現象を量的に捉える（ハーヴェイの計算；ガリレオの落体の法則；ケプラーの3法則）
B) 現象と説明する（機械論的な）仮説を作り、その仮説から演繹される結果を実験で確証する（ハーヴェイの仮説２、３の証拠；ガリレオの斜面の実験；ニュートンのプリズム）
C) 仮説は経験の寄せ集めから単純に帰納されるのではなく、抽象化や理想化をすることで、経験をその現象にとって本質的なものとそうではないものに分けるという飛躍が必要になる。（ガリレオの真空、無摩擦）
D) 法則から演繹される結果は、可能な限り実験で検証されなければならない。
E) 科学的説明は機械論的である（何故ではなく、如何にを問う）。
F) 科学理論は必然的に正しいという保証はなく、観測できる現象を説明できるという範囲でのみ正しい。（デカルト的アプローチの否定；ニュートン力学は、ニュートンの時代にはまだ十分に知られていなかった電気と磁気の現象をどうしても説明しきれず破綻し、アインシュタインの特殊相対性理論がそれに取って代わった。）
G) 競合する理論がある場合、より単純な理論が採用される。（太陽中心説）
H) 科学は、個別の現象の知識のよせ集めではなく、体系化された知識である理論によって、一見無関係に見える現象の繋がりと現象を担う対象の本質を明らかにするものである。単に役に立つ知識を求めているだけではない。

科学の限界

A) 量的に観測できない現象を、科学的に研究することは困難である。
B) 何度も繰り返して観察、実験ができない現象を、科学的に研究することは難しい。
C) 科学理論の正しさは、人間に知られている現象の量に依存した相対的なものである

D) 科学は、人間の目指すべき目標といった目的を知るには役立たない。

科学技術との関連
F. ベーコンが考えたように、科学的知識にもとづいた技術によって、人類は機械を生み出し、自然の物体を支配して、便利に生活できるようにしてきた。しかし、我々の住む世界は人間の手に負えないくらい巨大で複雑であるので、世界を支配して完全な楽園を取り戻すことは不可能に思える。
科学的知識は、現象の生ずる目的といった理由を明らかにするものではない。従って、科学で実現できるものすべてが、人間を幸福に導くとは限らない。科学的知識や技術は、鑿や鋸、自動車といったような、“道具”と考えるべきである。科学的知識の使い方は、人類の幸福に役立つように使用すべきだが、その判断は科学とは別の領域に属する。
数学を使って記述する

理想化

実証的態度

相対的正しさ

人類の共通の知識

客観的

主観的な偏見がないと言う意味ではない

理論がなければ科学ではない。ただの規則の表とは違う。

役に立つというだけなら、ただの規則表の方が、理論より役に立つ。

機械論的

なぜではなく如何にで満足する。

科学は役に立つ。

科学は道具である。道具としての言葉を補っている。自然（外界）についてのデータを与えている。

騙されやすさについて

